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チェルノブイリ原発事故がもたらした
生物影響に関する研究の紹介
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チェルノブイリ：位置と周辺立入禁止ゾーン
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1993年6月 チェルノブイリゾーン訪問
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放射能で枯れた森

枯れた松林は、「ニンジン色の森」と呼ばれた

4Чернобыльский репортаж (1988)



チェルノブイリ原発周辺10km
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さまざまな資料を基に今中作成



1986年6月１日の放射線状況

Kuzbov et el. 1991



放射能放出パターン
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Cs-137の初期沈着が100万Bq/m2だった場
合の地上１ｍでの空間線量率変化
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福島：飯舘村 チェルノブイリ：西方向
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Cs-137の初期沈着が100万Bq/m2だった場
合の地上１ｍでの積算空間線量
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今中らのチェルノブイリ事故の
調査研究報告
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1998年 論文31編 2002年 論文23編

2008年 論文23編
2013年 論文10編
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＜総説＞
チェルノブイリフォーラム報告

(2005)
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＜まとめに換えて＞
サイエンス（科学）で言えること

サイエンスによ
る推論の基盤

裁判の土俵

行政の守備範囲（予防原則）

すべて疑うのがサイエンスの基本

ジャーナリス
トの守備範囲
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かか  
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確確かかかかどどううかか  

ははっっききりりししなないい

＜今中の事実認識＞

市民運動


